扶桑町学校体育施設開放実施要領
１．趣　　　旨
　　　この要領は、町民に生涯スポーツ活動等の機会を与えるため、利用可能な学校体育　　施設の開放を適正かつ円滑に行うために必要な事項を定めるものとする。
２．定　　　義
　　　生涯スポーツ活動等とは、町民の健康の保持・増進と体力の向上並びに親睦を深め　　生活を楽しく豊かにする活動（身体活動を含む）及び、スポーツクラブ又はグループ　　が行う日常的な活動をいい、営利を目的とするスポーツ教室やスポーツイベントは含　　まない。
３．開放日時
　　要綱第６条の規定による開放日時は下記のとおりとする。
　　体育館・・・平　　　日（午後６時～午後９時）
　　　　　　　　土日祝祭日（午前８時～午後９時）
　　運動場・・・土日祝祭日（午前８時～午後６時）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（但し、年末年始は除く）
４．登録
　　　施設を利用しようとする団体は原則前年度の１月１５日にまでに教育委員会に登録　　申請書を提出しなければならない。
　２　教育委員会は、登録の申請を審査し、適当と認められる場合は登録証を交付する。　　但し、登録証の有効期限は当該申請年度のみとする。
　３　教育委員会は、登録団体が次の事項のいずれかに該当した場合は、登録を取り消す　　ことができる。
　　（１）施設の目的を著しく逸脱して利用したとき。
　　（２）その他登録団体として不適格と認めたとき。
５．利用手続
　　　施設を利用しようとする登録団体は、学校体育施設利用願いを利用日の属する月の　　２ヶ月前の１日から１０日までに総合体育館に提出し、希望が重なった場合は１０日　　過ぎの初めての日曜日に抽選をし、教育委員会の許可を受けるものとする。但し、同　　一日同一時間に複数施設の申込みは不可とする。
　２　利用時間は１単位時間を原則２時間とし、利用時間の延長は認めない。
　３　利用時間については、清掃及び用具の整理等の時間を含むものとし、許可を受けた　　時間内に利用を完了し退出すること。
６．登録証及び学校体育施設利用許可書
　（１）登録証及び学校体育施設利用許可書は、利用する団体責任者が所持し、教育委　　　員会の必要な求めに応じ提示するものとする。
　（２）登録証・許可書を他の団体に貸与しないこと。
　（３）登録証を紛失したら、すみやかに教育委員会に連絡し、再交付の手続きをするこ　　　と。
７．施設利用における管理
　（１）危険な行為、施設の管理保全上支障のある行為及び他人の迷惑になる行為のない　　　よう適切に利用し、利用者の事故防止並びに施設の適切な利用に努める。
　（２）事故発生のときは、応急処置をし、事故の状況を教育委員会に報告する。　　　

（３）施設の利用終了後における清掃及び用具を管理するなど、当該施設等の異常の有
　　　　無を点検確認し体育館等施錠施設に対しては施錠し、施設の管理・保全に努める。
　（４）使用後の清掃は確実に行い、ゴミは持ち帰ること。
　（５）施設及び同敷地内での喫煙、飲酒等は、禁止するものとする。
　（６）施設を利用し、使用する備品・用具については大切に使用するものとする。
８．施設を利用する団体責任者は、使用実施月の翌月１５日までに、管理月誌（兼利用実　施報告書）を必ず教育委員会生涯学習課（総合体育館）に提出すること。
９．利用者の弁償責務
　　要綱第１２条の規定に基づき、故意又は重大な過失により施設の設備、備品等を破損　した場合は、弁償の責を負う。
10．そ　の　他
　　この要領に定めるものを除き、実施に際し必要な事項は、教育委員会で定める。
　附　　　則
　　　この訓令は、平成１７年４月１日から施行する。
　２　扶桑町学校体育施設スポーツ開放実施要領（昭和５１年６月１８日施行）は廃止す　　る。
